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テーマ3　小課題番号3.1　阿部道彦（建築学科）
発表論文名・著書名　等

（例えば発表論文の場合、論文名、著者名、掲載誌名、査読の有無、巻、最初と最後の頁、発表年（西暦）について記入してください。）

著者名が多数にわたる場合は、主な著者を数名記入し以下を省略（省略する場合、その員数と、掲載されている順番を○番目と記入）しても可。なお、研究代表者・研究分担者及び連携研究者には下線を付してください。）

著書

1. 阿部道彦、他12名：型枠の設計・施工指針（分担）、pp.1-6、日本建築学会、2011.2
査読付き論文

1. 石川嘉崇、古川雄太、阿部道彦、友澤史紀、石炭溶融スラグ細骨材を用いたコンクリートの長期強度と耐久性状、コンクリート工学論文集, Vol.32, No.1, pp.71-76, 2010
2. 古川雄太、石川嘉崇、阿部道彦、友澤史紀：品質改善した石炭溶融スラグ細骨材を用いたコンクリートの諸性状, コンクリート工学論文集, Vol.32, No.1, pp.77-83, 2010
国際学会論文（査読付も含む）

1. Asuka Toyama, Michihiko Abe:Influence of Air Contents on Strength Properties of Concrete Including High Strength Area, 第10回日本・韓国建築材料施工Joint Symposium 論文集, pp.191-194, 2010.9
2.Hiroshi Uemoto, Michihiko Abe, Tadatsugu Kage and Kenichi Asano:Freezing and Thawing Test of Concrete Applied Blast-Furnace Slag Fine Aggregate, 第10回日本・韓国建築材料施工Joint Symposium 論文集, pp.237-241, 2010.9
招待講演
1. 阿部道彦：コンクリートをめぐる最近の動向、栃木県建設展技術講演会, 栃木, 2010.7
2. 阿部道彦：コンクリート用骨材の動向, 日本コンクリート工学協会北海道支部, 札幌, 2011.3
口頭発表

1. 外山明日香,阿部道彦：高強度域を含むコンクリートの強度特性に及ぼす空気量の影響, 日本建築学会大会学術講演梗概集A-1,pp.1323-1324, 2010.9
2. 高倉智志、栗原龍仁、築地健、阿部道彦：公営住宅に用いられたコンクリートの中性化に関する実態調査, 日本建築学会大会学術講演梗概集A-1,pp.1261-1262, 2010.9
3. 齊藤辰弥、赤荻満、中村則清、阿部道彦：各種セメントを用いたモルタルの促進中性化試験に関する検討（その２）, 日本建築学会大会学術講演梗概集A-1,pp.1243-1244, 2010.9
4. 齊藤辰弥、赤荻満、中村則清、阿部道彦：各種セメントを用いたモルタルの促進中性化試験に関する検討（その１）, 日本建築学会大会学術講演梗概集A-1,pp.1241-1242, 2010.9
5. 桐山宏和、安田弘喜、佐々木隆浩、荒川琢也、蜂須賀元文、阿部道彦：各種PCaパネル用コンクリートの促進中性化に関する実験, 日本建築学会大会学術講演梗概集A-1,pp.1237-1238, 2010.9
6. 安田正雪、阿部道彦、船本憲治、赤瀬竜也、田野崎隆雄、今本啓一：中庸熱フライアッシュセメントを使用したコンクリートの耐久性に関する実験的研究（その７：初期養生の違いが耐久性に及ぼす影響）, 日本建築学会大会学術講演梗概集A-1,pp.767-768, 2010.9
7. 橋本隆、阿部道彦、船本憲治、真野孝次、赤塚久修、安富陽子、黒岩秀介：中庸熱フライアッシュセメントを使用したコンクリートの耐久性に関する実験的研究（その６：乾燥単位容積質量に関する考察）, 日本建築学会大会学術講演梗概集A-1,pp.765-766, 2010.9
8. 船本憲治、阿部道彦、真野孝次、赤塚久修、安富陽子、石川嘉崇：中庸熱フライアッシュセメントを使用したコンクリートの耐久性に関する実験的研究（その５：長期強度・塩化物イオン浸透性・中性化）, 日本建築学会大会学術講演梗概集A-1,pp.763-764, 2010.9
9. 鈴木澄江、真野孝次、阿部道彦：溶融スラグ骨材の確認試験方法に関する検討（その１．モルタル供試体による促進試験方法）, 日本建築学会大会学術講演梗概集A-1,pp.693-694, 2010.9
10. 古川雄太、石川嘉崇、阿部道彦、友澤史紀：石炭溶融水砕スラグのコンクリート用骨材への利用に関する研究　その12　凍結融解抵抗性の改善, 日本建築学会大会学術講演梗概集A-1,pp.687-688, 2010.9
11. 上本洋、古川雄太、石川嘉崇、阿部道彦、友澤史紀：石炭溶融水砕スラグのコンクリート用骨材への利用に関する研究　その11　各種スラグ細骨材を使用したコンクリートの気泡組織と耐凍害性について, 日本建築学会大会学術講演梗概集A-1,pp.685-686, 2010.9

12. 阿部道彦：主旨説明　人に優しいコンクリート　コンクリートの価値の再発信, 日本建築学会大会材料施工部門研究協議会資料,pp.1-2, 2010.9

13. 堤貴之、遠藤勝信、阿部道彦、上本洋：高炉スラグ細骨材を用いたコンクリートの凍結融解および中性化に関する実験, 日本建築学会関東支部研究発表会, 1001, 2011.3
14. 石川潤、小川祐平、阿部道彦：モルタルのブリーディングに及ぼす細骨材の種類の影響, 日本建築学会関東支部研究発表会, 1002, 2011.3
15. 山下修平、宮崎雄、阿部道彦、中村則清：各種セメントを用いたコンクリートの促進中性化試験方法の検討, 日本建築学会関東支部研究発表会, 1012, 2011.3

16. 酒井亜加里、神原淳、阿部道彦：溶融スラグ細骨材のポップアウトの試験方法に関する検討, 日本建築学会関東支部研究発表会, 1014, 2011.3
17. 秋山大志、阿部道彦、大貫信悟、花野克哉：コンクリート基礎の高耐久化に関する検討, 日本建築学会関東支部研究発表会, 1016, 2011.3
外部資金の獲得

1. 受託研究（電源開発株式会社）、2010年度, 石炭溶融スラグのコンクリートへの利用に関する研究, 阿部道彦（研究代表者）, 1,000,000円
学士１１名
その他（報告会・シンポジウムの主催・共催など）
1. 久田嘉章、阿部道彦、田村雅紀、ほか７名：震災廃棄物の再資源化と高機能化, 工学院大学総合研究所都市減災研究センター第３回研究報告会, 2010.11
